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目的： 

ワクチン接種は子どもの感染症や死亡を予防するために重要である。日本においてはいくつかのワクチンが任意接種ワクチンに

分類され、定期接種ワクチンと比較して接種率が低く、接種率の上昇が望まれる。そのため本研究では、任意接種ワクチンを接

種しないハイリスク者をスクリーニングするためのリスクスコアを作成した。  

 

方法： 

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の参加者のうち、ロタウイルス、ムンプスウイルス、インフルエンザウイル

スワクチンの接種データがそろっている、それぞれ 74733、73571、74360 人を対象とした。それぞれのワクチンの接種の有無につ

いてロジスティック回帰分析を行い、各項目の回帰係数を用いてリスクスコアを作成し、感度と特異度を確認した。 

 

結果： 

リスクスコアの項目には、母の既往歴（薬剤アレルギー、うつ）、母の学歴、父の学歴、世帯収入、妊娠中の両親の喫煙、不妊治

療、きょうだいの数、生後 1 か月時の母の飲酒、母の年齢、母の国籍が含まれた。母の罹患歴、不妊治療、生後 1 か月時の母の

飲酒、母の国籍は、これまでに任意ワクチン接種との関連の報告がないものであった。リスクスコアが 16 点以上で、ロタウイル

ス、ムンプスウイルス、インフルエンザウイルスワクチン非接種を、それぞれ感度 78.6、75.0、74.5%、特異度 44.2、43.2、37.1%で予

測できた。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

任意接種ワクチンの非接種リスクスコアを作成した。リスク因子には、これまでにワクチン非接種との関連の報告のある項目やそ

うでない項目も含まれ、それらはすべて生後 1 か月未満で知ることができる因子であり、周産期ケアに関わる開業医、産婦人科

医、小児科医、保健師、行政関係者にとって使いやすいスコアと考えられた。一方で研究の限界として、既報で知られているリス

クである副反応への恐怖、両親の忙しさ、家族からのワクチン接種の勧め、行政からの情報提供、母のワクチンに対する考えに

ついて検討できなかった点、データ欠損による除外が多い点、導入されて間もない時期のロタウイルスワクチンを評価した点、ス

コアの特異度が低い点が挙げられた。 

 

結論： 

特異度は低いが感度の高い 10 項目（母の既往歴、母の学歴、父の学歴、世帯収入、妊娠中の両親の喫煙、不妊治療、きょうだ

いの数、生後 1 か月時の母の飲酒、母の年齢、母の国籍）で構成された任意接種ワクチンの非接種リスクスコアを作成すること

ができた。 

 


